
１．はじめに

近年の日本における少子化，社会構造の激変は

大学経営の変革を強く促し，数多くの大学が教育

サービスの差別化を図るべく教育改革に取り組ん

でいる。中でも情報化によるそれはここ数年大き

な動きを見せており，インフラとしての学内 LAN

の整備１），e-learningの導入２），３），学生認証の電子

化４），５）等が盛んに行なわれている。

本学ではこの流れを先取るべく，２０００年度より

オンライン授業評価システム６），２００１年度より e-

Learningシステム（SELS : Shikoku University E-

Learning System）の開発と試験運用を行ない７），

教育支援に足る成果を収めている。また，これら

に加えて２００４年度よりオンラインシラバス登録シ

ステム，オンライン履修登録システム，及び上記

の本学オンラインシステムの入り口（ポータル）

となるポータルサイトシステムの運用を開始した。

本稿では２００４年度に運用を開始したこれら３つの

システムを軸に本学における学生生活支援サービ

スについて概要説明と運用報告を行ない，最期に

今後の課題について述べる。

２．学生生活支援サービスシステムの概要

学生生活支援サービスシステムは，ポータルシ

ステムとそれを取り巻く目的別支援アプリケー

ション群から構成される（図１）。

これらのアプリケーションは中心となるポータル
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図１ 学生生活支援サービスシステム概要
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システムこそ外部の業者の製作したシステムを

ベースとしているが，それ以外の各学生生活支援

システムは筆者ら及び経営情報学部の学生が製作

したものである。これによりパッケージソフトで

は実現できない細かな仕様にも対応できた。更に

全てのシステムを情報化推進室で運用管理してい

る。

各アプリケーションはすべて webブラウザ上

からユーザーが閲覧・入力を行えることが大前提

として設計した。これにより学生及び教職員は以

下の２メリットを享受できる。

① webブラウザは OSに付属，もしくはフリー

で配布されているため，端末環境に依存する

ことなく利用できる。

② webブラウザは普段から利用する機会の多

いアプリケーションであるため，操作を覚え

るのに時間を必要としない。

以下の項では，まずパッケージソフトであるポー

タルシステムについて述べ，次いで筆者が構築し

たシラバス登録システムと履修登録システムのそ

れぞれについてシステム概要説明と運用報告を行

う。

３．ポータルシステム

３．１．本学ポータルシステムの概要

大学におけるポータルシステムは従来の学生連

絡方法であった掲示板，電話連絡を代替する手段

として，またそれ以上の付加価値を持った大学生

活支援ツールとして近年，全国の大学で様々な形

で取り組まれている。８），９）本学のポータルシステ

ムは学生への連絡手段として掲示板に換わる「お

知らせ」機能，電話連絡に換わる「個人伝言」機

能，特定の授業を履修している学生に絞って連絡

を行える「教務連絡」機能の３種類の学生連絡機

能を備えている。これらに加え，「個人時間割」

機能や授業ごとの掲示板を開設できる「フォーラ

ム」機能も備えている。更に他の学生生活支援シ

ステムの webページへのリンクも表示されてお

り，学生生活総合支援サイトと呼ぶにふさわしい

ものとなっている。（図２）

ソフトウェア基盤としてプログラム言語は JSP

を，データベースソフトには PostgreSQLを用い

ている。PostgreSQLを用いた理由は管理者が操

作するデータベース操作用クライアントマシンと

サーバーの接続に ODBCデータベース接続を用

いるためである。

３．２．運用報告

学生利用実績の目安の一つとして，学生の初期

パスワードからオリジナルパスワードへの変更割

合を調査した。集計の結果，平成１６年９月末時点

で８６．９％となり，利用意識の高さが表れた結果と

なった。

次に教員の利用を調査するため，「お知らせ」，

「教務情報」，「個人伝言」についてその利用傾向

を調査した。まず，表１に部署別の「お知らせ」・

「個人伝言」利用件数を示す。表１から見て取れ

るように学生に直接連絡を行う「学事課」，「教務

課」，「学生課」，「図書課」，「各教員」とシステム

の管理・運営を行う「情報化推進室」の利用割合

がずば抜けて高い。

次に教務情報について見ると休講情報が頻繁に

利用されている。（表２）本システムは携帯電話

でも閲覧することができるため，急な休講情報の

ような即時性の要求される連絡には非常に有効で

あるため利用されたと考えられる。

表１，表２に示したデータ以外の調査結果とし

図２ ポータルスクリーンキャプチャ
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て，部署内，部署間での掲示・連絡の依頼問題の

存在が確認できた。これは年配や情報機器の習熟

度の低い教職員が他の教職員に学生への連絡を依

頼するという問題である。依頼された教職員は自

身のユーザーアカウントで学生連絡を行うため，

問題が起こった際に責任の所在が判別しづらい。

今後，運用ポリシーの徹底と職員研修の実施に併

せて根本的な打開策を検討する必要がある。

４．シラバス登録システム

４．１．シラバス登録システムの概要

近年，シラバスを学外から閲覧可能にし，また

学生が常時予習に役立てる目的で全国の大学がシ

ラバスの webページ掲載を盛んに行なっている。

従来，本学ではシラバスを webに掲載するにあ

たっての登録方法として，以下のような手順を踏

んでいた。

① 教務課より各教員にシラバス提出を依頼

② 教員が紙面にてシラバスを作成。この際，

教員は科目名，単位等の自身の授業内容以

外の教務情報も調査・記述する必要がある。

③ 紙ベースのシラバスを元にバイトの学生が

HTMLにコーディング。

④ 目次 webページ作成

この従来手順における②③部分をワンストップで

行うシステムがシラバス登録システムである。そ

の流れは以下のとおり。

① 教務課より全教員にシラバス提出をアナウ

ンス。

② 教員はシラバス登録サイトにアクセスし，

表示されている自身の担当科目（図３）の

シラバスをフォームに入力（図４）。教務

情報はあらかじめ表示・入力されている。

③ 入力された内容を基にシステムが自動的に

HTMLを生成（図５）。目次 webページ作

成。

本システムを用いることでシラバスの早期公開，

紙ベースから移行する際のバイアスの抑止，経費

削減などの効果が期待できる。

ソフトウェア基盤としては俗にいう RAMP環

境（Redhat Linux + Apache + Mysql + PHP）を

用いている。RAMP環境は近年，フリーかつ堅

牢なサーバーサイド環境として注目され，様々な

利用目的で用いられている。

表１ 部署別「個人伝言」「お知らせ」機能利用件数

表２ 「教務情報」機能別利用件数

（平成１６年９月２３日時点）

お知らせ 個人伝言

学事課 １０９ ７４７

教務課 ３４ ３２

情報化推進室 ２７ ６５

就職課 ５ ６

学生課 ６ ５３

就職課 ４ ６

申請事務室 ３ １３

図書課 １ ４８

保健管理課 ２ ３０

情報システム課 １ １０

入試事務室 ２ １２

その他の部署 １０ ２２

各教員 ４２ ８８

計 ２４６ １１３２

（平成１６年９月２３日時点）

休講情報 ２３７

補講情報 １１０

時間割変更 ７６

講義連絡 ７７

計 ５００
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４．２．シラバス登録システムの運用報告

平成１６年度運用における登録種別割合を表３に

示す。表３から見て取れるように９５％のシラバス

が問題なく登録が行われ，学生に閲覧されること

となった。問題のあったケースの大多数はシステ

ム自体の問題ではなく，運用時における各教職員

への周知が不十分であったことが原因と考えられ，

容易に改善が可能である。

しかし，ここでも代行入力が発生しており責任

の所在が曖昧になっていた。シラバスは学生と教

員の授業開講における契約書という意味合いを持

つ。このため第３者が入力を代行する場合でも十

分な校正が欠かせない。だが実際は他の教職員に

紙ベースのシラバスを手渡し，その時点でシラバ

ス登録を終了したと認識する教員が少なくない。

また，依頼される教職員及び部署はある一定かつ

ごく少数の人間に限られる場合が多く，その負担

は並大抵では無いと推測される。

図３ 各教員担当科目一覧表示ページ

図４ 担当科目シラバス登録ページ

図５ シラバス閲覧ページ

表３ 平成１６年度シラバス登録種別割合

登録種別 件数 総数に占める割合

問題の無いケース １３８５件 約９５％

完全に未入力 ５９件 約４％

外字の使用による

文字化け
３件 約０％

総合ゼミ（各担当教員

記述部分）の入力不備
１３件 約１％

シラバス総数 １４６０件 １００％
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５．履修登録システム

５．１．履修登録システムの概要

本履修登録システムは従来 OCRで行っていた

履修登録に換わる登録方法として筆者が構築した

ものである。本システムにおける学生の履修登録

手順は以下のとおり。

① ユーザー名とパスワードを入力，ログイン

② 開講期を選択

③ 曜日・時限を選択（図６）

④ 選択した開講期・曜日・時限において履修

可能な科目一覧が表示される。その中から

希望履修科目を選択。（図７）

⑤ 各学生の履修データはサーバー内のデータ

ベースに保持され，CSV形式で学事・教

務部門に引き渡される。

システムが，ユーザー学生の学科と学年を基に

履修可能な科目を判別し表示するため，履修ミス

の減少が期待できる。また，教務を担当する事務

方においても OCRの読み込み不備を避け，早期

に履修データが得られるというメリットがある。

ソフトウェア基盤としてはシラバス登録システム

と同様の RAMP環境を用いている。

５．２．履修登録システムの運用報告

平成１６年度運用の結果，以下のような問題が発

生した。

① アクセスの集中による処理遅延

平成１６年度は全学運用初年度ということも

あり，学科・学年毎に履修登録オリエンテー

ションを行った。この際，サーバーのレスポ

ンスが極端に遅くなる現象が発生した。他大

学でも「科目登録はチケット予約に匹敵す

る」９）として試行錯誤を繰り返し，改善に取

り組んでいる問題である。

② イレギュラーな開講

本学の履修制度は完全セメスター制を志向

しつつも実習科目等の存在がそれを阻むとい

う現状である。また，隔週の開講や，学部・

学科以外にクラスというものが存在し，これ

により履修が制限される。これらの特殊な履

修事情はデータベースの整合性を損ねる原因

となる。また，オンライン化以前の問題とし

て履修の指針が学生にとって分かり辛い。

問題①は，サーバーへのメモリ増設，及び登録フ

ローの改善とアルゴリズムの見直しにより，大幅

に改善が期待できる。問題②は開講事情ごとに

データベースを作成することでシステム的なトラ

ブルは回避できるが，これは処理速度の低下につ

ながり，また学生にとって分かり辛い履修形態で

あることに変わりはない。今後の制度改善を大学

に期待したい。

図６ 履修希望曜日・時限選択画面

図７ 希望履修科目選択画面
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６．学生生活支援サービスのオンライン化におけ

る問題点と今後の課題

まず，システム的な問題点としてデータベース

の統一が図れていないことが挙げられる。このた

め学生はポータルシステムと履修登録システムを

利用する際，それぞれ異なるパスワードを必要と

する。ポータルシステムではデータベースに Post-

greSQLが用いられ，履修登録・シラバス登録シ

ステムではMYSQLを採用した。それぞれに

ODBC接続が可能，速度が速いという長所があ

るという理由からの採用だが，データベースを一

元化し，システムの価値を高めるためにどちらか

一方への統一を図る必要がある。

次に職員の情報化意識の低さが挙げられる。本

稿で述べてきた３システムを運用した際に発生し

た問題の大部分は，教員・職員の情報化意識の低

さ，運用ポリシーの未徹底より生じたものである

と考えられる。大学の情報化を推進する際には，

併行して職員業務の構造的改革が必要となる。従

来，学生の対応を業務としていた部署では定まっ

た内容の「管理運営業務・中継業務」を行ってき

た。しかし，オンラインシステムが浸透すれば利

用者（学生・教員）による情報の直接編集・閲覧

が可能となるため，「管理運営業務・中継業務」

は削減されることとなる。情報化された大学に必

要とされるのはシステム構築に貢献する「プロ

ジェクト推進型業務」，教育研究の直接支援を中

心としたコンテンツ作成を行う「サービス型業

務」１）である。キャンパスの情報化が進んでも，

運用する側が既存の業務フローに固執し続けてい

ると，情報化を最大限に生かすことはできず，お

互いに足を引っ張りかねない。１０）

本学生生活支援サービスが真価を発揮するのは

入学から就職までの学生データの一元化と職員の

情報化意識の高揚，情報化知識の向上が必要不可

欠である。現在，本学において教務・学事データ

を保持しているデータベースは本論で述べたデー

タベース群との親和性が皆無に等しい。これを最

新の SQLデータベースに置き換えることは本学

全職員の大幅な業務見直しが必要になる。既存の

業務・サービスの単純な情報化ではなく，パラダ

イムシフトによる新たな学生生活，業務構造を本

学生生活支援サービスシステムが創出できるよう

試行錯誤を続けていく必要がある。
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（中原由加里：四国大学 情 報 化 推 進 室）

（山本 耕司：四国大学 情 報 メ デ ィ ア 研 究 室）

辻岡 卓・池本有里・中原由加里・山本耕司

―２５４―



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 1200
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 1200
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /PDFX1a:2001
  ]
  /PDFX1aCheck true
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <>
    /CHT <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF che devono essere conformi o verificati in base a PDF/X-1a:2001, uno standard ISO per lo scambio di contenuto grafico. Per ulteriori informazioni sulla creazione di documenti PDF compatibili con PDF/X-1a, consultare la Guida dell'utente di Acrobat. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 4.0 e versioni successive.)
    /KOR <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die moeten worden gecontroleerd of moeten voldoen aan PDF/X-1a:2001, een ISO-standaard voor het uitwisselen van grafische gegevens. Raadpleeg de gebruikershandleiding van Acrobat voor meer informatie over het maken van PDF-documenten die compatibel zijn met PDF/X-1a. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 4.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents that are to be checked or must conform to PDF/X-1a:2001, an ISO standard for graphic content exchange.  For more information on creating PDF/X-1a compliant PDF documents, please refer to the Acrobat User Guide.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 4.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.000 842.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 1200
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 1200
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /PDFX1a:2001
  ]
  /PDFX1aCheck true
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <>
    /CHT <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF che devono essere conformi o verificati in base a PDF/X-1a:2001, uno standard ISO per lo scambio di contenuto grafico. Per ulteriori informazioni sulla creazione di documenti PDF compatibili con PDF/X-1a, consultare la Guida dell'utente di Acrobat. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 4.0 e versioni successive.)
    /KOR <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die moeten worden gecontroleerd of moeten voldoen aan PDF/X-1a:2001, een ISO-standaard voor het uitwisselen van grafische gegevens. Raadpleeg de gebruikershandleiding van Acrobat voor meer informatie over het maken van PDF-documenten die compatibel zijn met PDF/X-1a. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 4.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents that are to be checked or must conform to PDF/X-1a:2001, an ISO standard for graphic content exchange.  For more information on creating PDF/X-1a compliant PDF documents, please refer to the Acrobat User Guide.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 4.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.000 842.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 1200
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 1200
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /PDFX1a:2001
  ]
  /PDFX1aCheck true
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <>
    /CHT <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF che devono essere conformi o verificati in base a PDF/X-1a:2001, uno standard ISO per lo scambio di contenuto grafico. Per ulteriori informazioni sulla creazione di documenti PDF compatibili con PDF/X-1a, consultare la Guida dell'utente di Acrobat. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 4.0 e versioni successive.)
    /KOR <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die moeten worden gecontroleerd of moeten voldoen aan PDF/X-1a:2001, een ISO-standaard voor het uitwisselen van grafische gegevens. Raadpleeg de gebruikershandleiding van Acrobat voor meer informatie over het maken van PDF-documenten die compatibel zijn met PDF/X-1a. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 4.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents that are to be checked or must conform to PDF/X-1a:2001, an ISO standard for graphic content exchange.  For more information on creating PDF/X-1a compliant PDF documents, please refer to the Acrobat User Guide.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 4.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.000 842.000]
>> setpagedevice


